
校園名：鳴門教育大学附属中学校

所在地：〒７７０－０８０４　徳島県徳島市中吉野町１丁目３１番地

記載日：平成２８年５月６日　記載者：瀧川　靖治　記載者役職：教頭

貴校の校風、おおまかな特色について：
　昭和２４年の創立当時の校長が本校の校風として挙げた４点が現在の校訓となっている。
＜校訓＞
　附属中学校は
　　創造的な知性を磨く学問学校である
　　情熱的な意志を鍛える鍛錬学校である
　　強健な身体を練る体育学校である
　　敬和奉仕の精神に生きる人間学校である
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ことを期待する。
　また、創立当時から続いている学校行事が多く、体験を通して、生徒は附属中学校の一員とし
ての自覚を育んでいく。
＜伝統的な行事＞
　・揮毫式　・かがり火の集い　・灯の儀
　保護者ネットワークの結びつきが強く、同窓会組織も機能している。

貴校の卒業生の活躍状況について：
①していない（しいて言えば、同窓会名簿を１０年ごとに更新・作成）

貴校勤務経験者の先生方が公立学校・教育委員会などへ戻られた後の活躍状況について：
①していない（しいて言えば、毎年行っているＯＢ会名簿の更新・作成）

地域において、現在、貴校はどのような存在であると考えますか。：
　附属中学校の取り組みは先導的であり、その成果等を、公立学校ですぐに生かしたり活用した
りすることは難しいと捉えられているところがある。そのため、効果的な取り組みを中心に、成果
があった内容や方法等をわかりやすく発信することで、県下の中学校教育の推進に寄与する必
要があると考えている。

①していない（しいて言えば、毎年行っているＯＢ会名簿の更新・作成）

魅力ある、特色ある、または、今後、公立学校へ展開できそうな先導的な取り組みなどについ
て：
＜大学との連携＞
・ＬＦ（Ｌｉｖｅ　Ｆ　Ｔｉｍｅ）：生き方を考える時間として、大学の先生の講演等（年間６～８時間）を行
う。
・課題探究学習：２年生の総合的な学習の８時間を選択制にしてシラバスを作成し、大学の先生
が授業をする。（中学校教員もペアで入って連携を図る。）
・毎年実施の研究発表会：大学の先生が全ての教科において助言者として関わっている。
＜公立学校への還元＞
・国立教育政策研究所の教育課程研究指定校事業を受諾し、社会生活の中で活用される教科
横断的な論理的思考力やそれらを表現する力の育成に努め、研究発表会や各種研究会等で、
これまでの研究成果の発信に努めている。研究発表会における平成２７年度の公立学校教員の
参加者は７４名である。
・ほとんどの教科等における教育研究会の事務局や研究部が本校にあり、県内の教科教育の研
究・運営の中心的な役割を担い、その充実・発展に寄与している。



附属学校の存在意義、貴校の存在意義について：
　大学・他の附属学校園・県教育委員会・市町村教育委員会・公立中学校等と協議会を持ち、共
通の目標やテーマを設定して、本校だからこそ担える（本校に担ってほしい）研究開発・実践内容
等を明確にして取り組み、その成果等をわかりやすく発信していく。（もちろん、大学や公立学校
等それぞれの立場で担っていく取り組みを明確にする。）　また、附属の研究実践の成果を生か
した公立学校での取り組みにおいて、新たに明らかとなった課題等についても、さらに研究をして
解決策等を発信していく。
　それぞれの立場での強みを生かしながら双方向に発信・受信を繰り返し、地域生徒の育成をも
とにした研究実践を展開していく。本校は、研究・実践・指導面において、地域連携の中心的な役
割を担うことができる。
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教育課程研究指定校事業
「社会に生きて働く思考力・判断力・表現力の育成を目指した授業の創造」
「数学的な思考力・判断力の育成を目指した授業の創造」 ２課題（H27~H28）

教育研究

地域貢献

教育実習

中学校教育研究発表会
毎年１回（６月の第１金曜日） 約３００名（H28）

臨床心理士養成コース・臨床心理実習（スクールカウンセラー実習）
通年（６月～２月の毎週水曜日） ２名（H28）

ふれあい実習（１年次） １日（９月） ７９名（H28）
観察実習・主免実習（３年次） ２日（６月）・４週間（９月） ５９名（H28）
副免実習（４年次） ２週間（１０月～１１月） ３６名（H28）

教育実践フィールド研究
「社会・数学・理科・音楽・美術・保体・技家・英語」 ９テーマ（H28）

各種教育研究会事務局等（徳島県中学校教育研究会等）
「国語・社会・数学・理科・音楽・美術・技家・特活」 ８部会（H28）

保健室ボランティア（四国大学生活科学部 心理・養護コース）
３か月（４月～６月の毎週火曜日） ２名（H28）
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教員養成特別コース・基礎インターンシップ
５週間（１０月～１１月） ６名（H28）
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要請

連携

連携
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地域との連携
大学と本校が所在する徳島市との間で、「津波時における一時避難施設としての使用に関する
協定書」を結び、津波発生時は本校校舎の３・４階及び屋上を地域住民の一時避難場所として開
放する。そこで、年１回は地元の自主防災組織の避難訓練や、近所の認定こども園との合同避
難訓練を実施している。
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中学校教育研究発表会
毎年１回（６月の第１金曜日） 約３００名（H28）

ふれあい実習（１年次） １日（９月） ７９名（H28）
観察実習・主免実習（３年次） ２日（６月）・４週間（９月） ５９名（H28）
副免実習（４年次） ２週間（１０月～１１月） ３６名（H28）

各種教育研究会事務局等（徳島県中学校教育研究会等）
「国語・社会・数学・理科・音楽・美術・技家・特活」 ８部会（H28）

保健室ボランティア（四国大学生活科学部 心理・養護コース）
３か月（４月～６月の毎週火曜日） ２名（H28）
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